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木 扁犠東京へ転勁
長ぃ渚L当会 の,1会長 じレて浚曜.レ てこら.・、た木島民バ.ム

る 12月

'日
、末東へ象動されまレκ.ヨ′

1ハ長 _つ ゑ とよ 育立対脊

賣長の耳:へ (I解イエレきじたが
｀`

ン本人の学ゼ で転安ノ々 もハ砲ヒして

双ること1ミ 電っています。

木島民の転動 lさ 。当ハ !(ヒ って嗜人きリカ 手です力ヾ.▲ 外彙

の協力で、ノ外と絶晨さしていかづけハ 1ご・なりません。

ね達 Лィ土むェ尽 旭力 てヽ :す 。「千与 (1973卑 )が 力ヽ ら.木員 へ の

1動 める日本 ステン レスて 日中 、 チイと ,ノ t KCKり どで人ハ次

で「 ハ理る パ蔵行さム・ 人減 らレゃヾ行なわれ てき ま した。 こ

こ次与、 日本経熟いすインフ レヒ不カボ同時 |ミ 菫′〒レ.枷 く人重

の生厖いまますます老:レ くナJっ てきて いましR.ご う したヤでカ

くの心まで1ざ「戒そこ営」とだ` 「戒ぼ着益医家」とや`し`つて

労胸その管切 ′,r′さ
=里

花 」で、これを東りきろ うと してき民の

です。 77ち 、 70写 イヤ 2々め のふ友ズ長黛¬マ:言 .爽人「δ:嚢佑投 資を

ィ〒ってヤ|」畠を″a任 してお`き
'メ

ヵゞ ら,不 丸 |ミ「がると′,)だ 1ま ノ`̀ まて`

くめこんだキ,1益)(す 1円 し久さで、に,労 イカ汚マヨ民の微特の上 )で

き
'ァ

|(利 益 とあチょうとしヽラミとなのです●

二翼ン4ヵ の_達 の者切 ノ)rら、巧ク乙」も.イ う しR所【ス)て し と

す〈ものでした。

木島人の動務 する日本 ステンレス (承)で 嗜 .1月 :ミ フlο え の

「 拳
`ヱ

ゑ募雲」 ヒしヽう rハ現Fイ(」 計ユ・が
｀
だ表ごム ましt・ 1可

社の労イカ(丘′金ぃま r白 ,詠翡K口 」とρヽゃヽチ て、ストラスキオ壼も″在Й

していきレ民り■ 10日 lミ 入って会社と労イカふ旦′への1寓 でハきが戻

―ルー



立し、 lo月 下旬からr希言ニユ」a落 三ぶ`壊まつましたoし い

し、「わザニ累」と,さ ゑぼヽ・が′

'で
.(「 ルザニ恥」とは、ヨ私

之希ゼする人バ会社lて 申しムて、二累するというしの )一 定の

,ス トにしどす・しヽて,公 ネエ但'1が ら残ア|な 二ヵ″ヾヵoた ら才ヽ.ゑり」i■

i手、とでつたの.で す。

木島氏 し、この藤ま朔 F■ 0日 向 の日に.13回 じ手図 lマ 吟 :よ オ゙ヘ

「 尼、まし うこの′会ネ上に まヽ爾 lざ ばし`。 すぐ てめてくみ 」・ Jど とi主

日、こ恥 乏強撃ごム 民ので す oこ ム l(対 レ.本 島民lJ rて め る

熟 ますれ レ`、でめ にくも十がぃ。」ときっけ0′)と キE乙 レた ので`す。

「 ルぜIユ 」 まヽ、かネ上のデユ撃 に よって.ヨ 君熱電エ レ`数
't到

重

し.|1日 じ め lて 打 ちきらンヽ き レR●

ヒころゼヽ か 社 1ま.ll月 中旬 lミ 感 ってか た まヽ転動〕司翅 としつ

F｀ してきた のです。 この r転動」 :す りLの「 希ゼ ここ軍ヽ」 ヒ~'本 の

もので、 昼れ のアニ暮と 1ま ねのiす て三私 し
'や

つ`た 労掬芳 )→寸レ

て。
.ル

ヮ`せいにか :す ら颯てきまレに.契 邑労青掃
―協の′え覺ヒ潔`

者革
=Pの

ラと父彙 ヒヵヽ .ハれに lま っき ノlと ものとtう 人菫_が .`

そが ‐
す象 lミ なって いるようです。

木島床」言寸して/ヽれ :古 rこ ぶ し`ムのハ 1さ 労ムだ
｀
ヵヾ,足 !言 そこ

め,|′会長 とレてしヽる。月
=も

労ム的考芝ともってしヽると考 えらしル4ヽ

る。 ての考ぇとすて,労 ム と縁 をウ刀らなしヽ力ヽき` ′j,勇 び
｀
こ

'・
滓

へ 1ま しし`さすれ ・`」とし`うkで うです o

木島へ 1ま つ、 家族 とわかれ ,導 身で東京て・主翡 してし
、
ますo

私動 lび
r黒期開」 といわ颯・ハ のとこうツサ吊つてこれるメ ドは あ

りません。したヽレ、本島床Jざ・・
r労 ム 1な 縫塊 lて だめりし`・ 'ソ

て‐

もとヽ`ハるよう |て 、f動 する。いつ計で し.こ んづ ことが'つ
4｀ く`

1ま ずゃ、́ヴい。」とき1を レて し`ましに。
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